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オランダにおける民主主義の発展
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はじめに

本稿は,オランダにおける民主主義の発展について

記すものである｡民主主義の発展を捉える観点として,

普通選挙制,複数政党制,議会制民主主義を挙げるこ

とにした(1)。

1.選挙権の拡大と普通選挙制への道のり

19世紀後半以降,オランダにおいて,選挙権がどの

ように拡大し,普通選挙制が実現したのか,まず,歴

史的経緯について記すことにする。

民主主義の発展に関わる法的な整備は, 1848年11月

3日に布告吝れた憲法に端を発する。この憲法で,教

育,結社,集会,出版,信仰の自由が保障され,国王

は憲法に従って国を統治することが定められた。そし

て,下院議員,州議会議員,自治体議員の選出につい

て,一定額以上の納税者による直接選挙が定められ

た(2)。この憲法によって,オランダは,近代的な立憲君

主国となった。

選挙権の拡大は,19世紀後半に政権を握っていた自

由党に対して,宗教派勢力の果たした役割と運動が大

きい。ブルジョワジーの政党である自由党に対して,

教会派勢力である反革命(プロテスタント派トカト

リック両党の支持者には,下層階級の市民が多かった。

1880年代に入って両党の勢力が伸びると,ブルジョワ

階級は市民の間で急激に高まった選挙権拡大の動きを

無視できなくなった。そうしたなか,一般市民や労働

者階級が, 1884年に普通選挙連盟を組織して運動を立

ち上げた。 85年には,パークで普通選挙権獲得のデモ

行進が行われた。しかし,当時,政府のなかにつくら

れた憲法委員会は,将来的な普通選挙の導入を視野に

入れながらも,現在は,時期尚早との結論を出した。

これに対して,選挙権の拡大を実現しようとする運動

はおさまらず,結局, 1887年に憲法改正を行い,選挙

権を拡大した。参政権資格となる直接税の最低限度が

引き下げられ,それと同等要件として,一定額以上の

賃貸価値をもつ家屋の賃貸または所有が認められた。

これによって有権者数は,14万人から29万人へと二倍

以上に増えた。しかし,オランダの総人口からみれば,

一割にも達していなかった。とはいえ,この選挙権拡

大は,オランダの憲政史上,新たな時代の幕開けとなっ

た。議会は,富裕階級の代表から中下層階級の代表ま

で広く開放されることになり,特に労働者階級にとっ

ては,自分たちの代表を議会に送ることができるよう

になった。このときの国会議員の定員は,上院50名,

下院100名であった。

その後,選挙権が拡大されたのは, 1896年の選挙法

改正時であった。それまでの資格要件が大幅に改めら

れ,選挙権取得のハードルが,比較的低く設定され

た(3)。有権者数は50万人(そのうち労働者は約20万人)

を越え,選挙権が取得可能な者の50%に達した。こう

した選挙権の拡大は,政治に対する労働者層の影響力

を強めることになり,議会民主制が発達した。

普通選挙の実現は1917年であった。この年に改正さ

れた憲法によって,25歳以上の男子市民であれば,税

金の額や資産に関係なく,平等に選挙権が付与された。

上・下両院の選挙権・被選挙権が与えられ,同時に,

比例代表制(4)と投票所出頭制(投票義務ではない)も導

入された。ただし,婦人参政権が認められたのは,2

年後の1919年であった(憲法に条文化されたのは1922

年)(5)。こうして1922年以降,憲法上,25歳以上の男女

に対して普通選挙権が保障された。なお, 1946年には

普通選挙権の年齢が23歳に引き下げられた。

このような経緯で普通選挙が実現したが,それまで

には様々な運動があった｡特に20世紀に入ってからは,

労働者層の果たした役割が大きかった。彼らは様々な

団体や組織,組合を通して,選挙権の獲得に向けた運

動を展開したのであった。

さて,選挙権の拡大について,19世紀の半ばから20

世紀の半ばにかけて,どのくらい有権者数が増えたの

だろうか。これを示しているのが,表1である。

表を見ると,有権者数は一世紀の間にかなり増えた

が,なかでも選挙権に関わる法律改正があった年を節

目に増えていることが確認できる。1887年の改正時に

は,前年と翌年で有権者数が13万8千人から29万3千

人へと2倍以上に増えている。 1896年の改正では,94

年の有権者数が29万9千人であったのに,97年には57

万7千人と,やはり2倍近く増えている。1917年に25

歳以上の男子に普通選挙権が付与されたときには,改

正前の17年に107万9,千人であった有権者が,改正後の

18年には151万7千人と, 1.5倍に増えている。伸び率

は以前の改正時より低いが,有権者数の増加は40万人
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表1 選挙権の拡大(有権者数)

規模であった。そして, 1919年に25歳以上の女性に普

通選挙権が付与されたときは,有権者数が,18年の151

万7千人から22年の330万人へと,2倍強増えた。これ

は,25歳以上の男女へ平等に選挙権が与えられたため,

人口比率から考えて,有権者数は単純に男子の2倍と

なったわけである。2倍強の強の部分26万6千人につ

いては,人口増加分である。

オランダの人口が増加していることから考えれば,

有権者数の増加は当然だが,選挙権の拡大がいかに進

んだかについては,人口に対する割合で見ると分かる。

選挙権取得年齢グループ人口に対する割合を見る

と, 1853年には,選挙権の取得が可能な男子のうち10.

7%しか選挙権を持っていなかった。それが1887年の改

正で26.7%に増え, 1896年の改正では25歳以上の男子

の半数が選挙権を持つようになった。そして1917年に

普通選挙権が男子に付与されると,25歳以上の男子の

うち9割を越える者が選挙権を持った。ここに選挙権

の拡大にみる民主主義の発展が実現したが,厳密にい

えば,男子だけの普通選挙権であり,男女平等の立場

からすれば,民主主義が成熟したとはいえない。今日

の普通選挙権が一般的に20歳以上であることからすれ

ば,選挙権年齢が25歳以上であったことについても議

論はあろう。

20歳以上の全人口,つまり成人男女に占める有権者

の割合となると,前述した数値よりかなり低い。例え

ば, 1888年に選挙権獲得資格を持つ男子の26.7%が有

権者であったときに,20歳以上の人口に占める有権者

の割合は11.8%であった。 1897年に25歳以上の男性の

半数以上が選挙権を有したときにも,20歳以上の人口

に対する割合でみると20.9%に過ぎなかった。そして

1917年に25歳以上の全ての男子市民に選挙権が付与さ

れたときでさえ,20歳以上の全人口に占める割合は39.

3% (1918年の数値)であった。つまり成人人口の4割

しか選挙権を持っていなかったのである。ここからす

れば,民主主義の発展が,選挙権の付与において実現

したのは,やはり25歳以上の女性にも平等に選挙権が

付与された1919年以降ということになろう。

1922年には,20歳以上人口に対する有権者の割合が,

ついに8割を越えた。 2割については20歳から24歳ま

での人口で,憲法の定める選挙権の年齢条項に関わる

ことなので仕方ない。 1946年には普通選挙権の年齢が

23歳まで引き下げられたため,20歳以上の人口に対す

る有権者数の割合は90.0%となった。

このようにオランダにおける選挙権の拡大は,法律

改正の節目節目で有権者数が増え,人口に占める有権

者数の割合も高くなった。民主主義の発展を選挙権の

拡大という観点でみれば,労働者層を中心に展開した

選挙権獲得運動の功績が大きかった。そして25歳以上

の男女に普通選挙権が付与された1919年に,その成果

が実を結んだのである。
｢

選挙権が拡大するにつれて,国会の下院における上

層階級出身者の割合は,どう変化したのだろうか。図

1は,下院議員の中で,上層階級出身者が占める割合

の変化を,19世紀半ばから20世紀半ばまで表してい

る(6)。

図を見て分かるように,｢比較的高い地位･階級の出

(%)

図1 国会下院において高い階級の出身者が議員に占める割合

(Holthoon 1985, P.311より作成)
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身者」,「貴族階級出身者」とも,19世紀の終わりから,

下院に占める割合が減少している。なかでも「貴族階

級出身者」の割合は,20世紀の半ばまでに激減した。

1880年頃までは下院の60-70%を「貴族階級出身者」が

占めていたのに,その後減少して,20世紀に入ると50%

を割った。もはや貴族階級出身者が,単独で議案を通

すことはできなくなった。そして1910年代には一気に

議席数を減らし,下院の20%程になった。1920年以降

も減少は止まらず,第二次世界大戦終了後には10%ま

で落ち込んだ。 19世紀の終わりから20世紀の前半にか

けて,いかに「貴族階級出身者」が,下院議員から姿

を消していったかが分かる。

これに対して,「比較的高い地位･階級の出身者」が

下院に占める割合は,19世紀後半から1920年頃まで「貴

族階級出身者」と同じように減少したが,その後は40%

台に留まった。 1920年頃まで減少しているのは,「比較

的高い地位･階級の出身者」の中の「貴族階級出身者」

が議席を減らしたためである。こめことは, 1920年頃

まで二つの曲線がほぼ並行して減少していることから

いえる。 1920年頃から「比較的高い地位・階級の出身

者」の減少に歯止めがかかったのは,その中の「貴族

階級出身者」が減った一方で,医師や弁護士,企業家

などが国会議員になっていったからである。これらの

比較的高い地位の人材が, 1920年以降,貴族階級に代

わって国会の下院議員になったのである。1920年以降。

「比較的高い地位・階級の出身者」は下院の半数以下

となったが,なかでも貴族出身の議員は激減し,多く

は貴族以外の市民により構成されていたことが分か

る。それまで国政の多くが,一部の特権階級,とりわ

け貴族階級の強い影響力によって動かされてきたが,

ここに選挙権の拡大による民意の反映が実現し,民主

主義の発展を見るに至ったのである。

この図を注意深ぐみると,特定の時期に大きな変化

があったことに気づく。1880年代後半と1910年代後半,

そして第二次世界大戦終了後である。これらに共通し

ているのは,前にも記したように選挙に関わる法律の

改正,つまり選挙権の拡大が進んだ時期である。1887

年の憲法改正によって, 1888年の選挙では有権者数が

14万人から29万人へと2倍に増えた。それまで選挙権

がなかった一般市民でも,一定の条件を満たせば選挙

権を持つことになったのである。そのような有権者が,

貴族階級出身の候補者に投票することは考えにくい。

となれば,下院における「貴族階級出身者」の割合が

減少したことは当然の結果である。

最も大きな変化は, 1917年に25歳以上の男子市民に

普通選挙権が付与された後の選挙である。これは翌年

の1918年に行われたが,図にもその影響がはっきり現

れている。医師や弁護士,あるいは企業家などは,あ

る程度当選したが,貴族出身者は一気に減少した。一

般男子市民に,貴族出身の議員は望まれなかったので

ある。1919年には,25歳以上の女子にも普通選挙権が

付与されたことで,益々,この傾向に拍車がかかった。

下院議員は,貴族階級以外の出身者が,そのほとんど

を占めるようになったのである｡そして戦後1946年に,

普通選挙権の年齢が23歳に引き下げられたことで,下

院議貝に占める貴族出身者の割合は,ついに10%以下

になった。

このように,選挙権の拡大は,結果として下院議員

に市民階級を数多く送り込むこととなり,貴族出身者

の議員を減少させたのである。

2.縦割り社会と複数政党制

民主主義の発展を捉える観点として複数政党制を挙

げたが,これについて述ぺる前に,縦割り社会という

オランダ特有の状況について記しておかなければなら

ない。というのも,オランダの複数政党制は,その背

景に縦割り社会の存在があるため,これを抜きに話を

進められないからである。

そこでまず,縦割り社会とは何か,そして,縦割り

社会が如何に形成されたのかについて記すことにす

る。

オランダ社会の特質を示す言葉として,社会学者は

好んで縦割り社会という語を使う。例えば,オランダ

のカトリック系住民の多くはカトリックの政党に属

し,カトリック系の新聞・ラジオ・テレビを見たり聞

いたりして,小学校から大学までカトリック系の学校

で教育を受ける。彼らはまた,労働組合・社会福祉・

スポーツにいたるまで,全てカトリック系の組織に属

している。すなわち,オランダ国民のうちカトリック

の住民集団は,宗教・政治はもとより,社会生活の全

領域にいたるまで縦割りに組織されている。

このような縦割り組織は,大別しでカトリック系・

プロテスタント系・労働党系,その他に分かれる。そ

れぞれのグループは柱のように並んで,オランダ社会

を支え,どのグループもその内部に同じ目的と機能を

持つ組織や団体を内包する。新聞社・放送局・学校・

労働組合・スポーツクラブなど,全てが縦割りに組織

されている。

しかし,この縦割り集団は,必ずしも独善的・排他

的ではなく,多集団に対して寛容であり,すべての集

団がオランダ国民の不可欠の構成要素であることを承

認し合っている。(栗原 1988, 18頁)

このような縦割り社会は,どのように形成されたの

だろうか。

「こうした社会構造は,19世紀の半ば,近代的政党

としての自由党の誕生に始まった。自由党は,国民を

新・旧キリスト教の影響から切り離すため,国家と宗

教,教育と宗教の分離を唱え,公立学校を通じて世俗

化を推進した。自由党の政策に危機感をもった新・旧

キリスト教政党は,共同して宗派立の私立学校に対す
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る公立並みの国庫助成を要求し,実現させた。すなわ

ち縦割り社会は,宗教に基礎をおく教育制度・政党組

織によって完成された。｣(栗原監 1995, 43頁)

縦割り社会は,19世紀後半に最大の政治懸案となっ

ていた教育問題に端を発するといってもよい。そして

1920年に宗派私立学校への全額財政援助が実現する

と,教育分野で宗派ごとのグループ化か進み,それぞ

れの宗派は独自の学校を設立して教育を行った。この

グループ化は,宗教派(カトリックとプロテスタント)

と自由主義派に加えて,社会主義派も加わり,新聞・

雑誌,ラジオ放送,各種団体やクラブ,労働組合といっ

た分野でも進んだ。こうして縦割り社会を構成する4

つの柱が形成されたのである(7)。そして縦割り社会は,

20世紀半ばまで,オランダの政治や社会構造の基本的

枠組みとなった(8)。

では,話を複数政党制に移すことにしよう。オラン

ダにおいて近代的政党が誕生した19世紀の終わり以

来,政党がこの国に一党だけしか存在しなかったとい

う時代はない(9)。ドイツのような一党独裁といった歴

史は過去にないので,当然のことながら複数の政党に

よって国政が進められてきた。さらにいえば,過去,

単独政党が国会の過半数を占めることもなかったの

で,常に連立政権の体制が取られてきた。もちろん政

党間の勢力攻防はあったが,政治的には多党分立の状

態にあった。これは縦割り社会を構成する柱が,それ

ぞれ代表する政党を擁していたことによる｡政治的に,

政党間のバランスが保たれていたのである。つまり,

こうしたオランダ特有の社会構造の中では,柱を代表

する複数の政党による連立政権によって国政が進めら

れてきた。

19世紀の半ばに,近代的な政党を形成する母体と

なった自由党,保守党,反革命党,ローマカトリック

党などが立ち上げられると,19世紀後半には,およそ

40年にわたって自由党が多数を制して,ブルジョワ

ジーの支配を確立した。しかし20世紀になると,宗教

派が政権を握った。それまで長年にわたって国政を掌

表2 政党別議席数(比)
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表3 内閣の政党構成

握していた自由主義派は,次第に勢いを失っていった。

複数政党制と連立内閣については,表2と表3を見

れば分かる。

表2の政党名を見ると,1888年から1937年にかけて,

多くの政党の存在が確認できる。特に25歳以上の男子

に普通選挙権が付与された翌年の1918年には,数多く

の政党が名乗りを上げ,多党乱立の様相を呈した。比

例代表制を取ったことが,このような数多くの政党を

生んだのである。

そのため総選挙において,単独政党が議会の過半数

を占めることは難しく,一党からなる内閣の組織は不

可能であった。これは,柱が後ろ盾となっている諸政

党が,互いにある程度のバランスを保ち,国会におい

て議席を分散していたためである。

参考までに内閣の政党構成を見ておくと(表3),

1918年以降1939年まで,政府与党が単独政党で構成さ

れたことはない。第一党が,過半数を占めたことがな

かったためである。 100議席のうち,第一党の占める議

席数は,いずれの場合も30議席程度であったため,過

半数にはほど遠かったのである。そのため,連立内閣

を構成して,過半数となる50議席以上を確保しなけれ

ばならなかった。二政党でも安定多数には達せず,多

くの場合は三つの政党からなる連立内閣がつくられ

た。時には五つの政党による連立内閣もあった。この

ように内閣は,複数の政党によって構成されていた。

首相は第一党から選出されることが多かったが,時

には第二党あるいは第三党から選ばれることもあっ

た。歴史的に見れば,19世紀後半は自由主義者による

政府,20世紀に入ってからは宗教派による政府という

分け方ができる。これは20世紀に入ってから自由主義

派政党が,一気に議席数を減らしたためである。

ところで,複数政党制による民主主義が確かなもの

となっていたオランダに,隣国ドイツの不穏な動きが

1930年代に現れた。ヒトラーの率いるナチスの台頭で

ある。当時のオランダは,ナチスの影響力を排除でき

るほど,国力を備えていなかった。そのため国内の親

すチス的な動きを封じることができなかった。オラン

ダでは1931年にミュッセルト(Antoon Adriaan Mus-

sert 1894-1946)の結成した国家社会主義運動

(Nationaal Socialistische Beweging, 通称NSB)

が,少しずつ支持者を増やしていた。そして1935年の

オランダ地方選挙では, NSBが全投票数の8%を占

めるまでになっ･た。 36年には,党員が5万人を越え,

機関誌の発行は8万部に達した。 37年の総選挙では,

NSBの党首ミュッセルトが,国家社会主義運動への

支持を国民に呼びかけ,一気に勝負に出た。しかし結

果は,4名の当選者に止まった。幸いにもオランダで

は,ドイツのようなファシズムの熱狂的支持は起きず,
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一党独裁の道を歩むことはなかった。

3.議会制民主主義の発展

1814年にネーデルラント王国が誕生すると,3月30

日に新憲法が公布された。新体制は立憲君主制となり,

国王のもと中央集権的体制が強化された。国王の権力

を監視する議会は一院制で,国王は議会を解散する権

限をもたなかった。議員は各州議会より間接選挙で選

出された。議員(定数55人)は,州の代表ではなく,

仝国民の代表であり,州議会の拘束や圧力を受けるこ

とはなかった。

1815年3月16日,ネーデルラント国王ウィレム1世

が正式に国王として即位宣言すると,9月21日に新憲

法が公布された。前憲法からわずか1年半のことで

あった。新憲法のもと,議会は二院制を取ることにな

り,国王が指名する名士からなる第一院(上院)を新

たに設け,それまでの議会を第二院(下院)とし,第

二院が優先権をもつことになった。(森田編 1998,

306-308頁)

そして1848年11月3日,ウィレム2世の時代に改正

憲法が公布されると,完全な責任内閣制が導入され,

第一院は第二院を通過した法案のみを審議することに

なった。オランダにおいて,近代的な議会制民主主義

が確立したのはこのときである(10)。

このようにオランダでは,19世紀半ばに議会制民主

主義が確立し,国民から選出された代表が,議会にお

いて,様々な事柄を民主的な合議制によって審議し決

定することになった。議会制民主主義は,19世紀の前

半を通して発展したのである。

議会制民主主義の確立後,国会では複数の政党によ

る政党政治が展開された。各政党は,自らの議員を国

会に送り込むため,選挙運動に力を入れた。議会にお

いて政治的主導権を握るため,議貝の数で多数派にな

ろうとしたのである。これは,オランダ社会が縦割り

構造にあることが大きく関係している。政治的な派閥

は,縦割り社会を構成する柱に沿って形成された。さ

らに少数派の政党も存在し,国会下院の議席がこれら

によって構成されたのである。

1917年の憲法改正で比例代表制が導入されると,候

補者はなにかしらの政党に属することになった。思想

信条や主義主張の異なる政党が,100議席のなかで政治

的攻防を展開したのである。

ここでは,議会制民主主義が取られたオランダにお

いて,どのような政党が存在し,政治活動を行ってい

たのか,国会下院の議席を見てみよう。表2は, 1887

年に選挙法が改正されてから1937年までの間,国会下

院の議席が,どのような政党によって,どの程度占め

られていたのかを示している。

表を見ると, 1913年以前と1918年以降では,下院に

議席をもつ政党の数に大きな違いがある。 1913年まで

は7政党以下であったのに, 1918年以降は少ない時で

9政党,多い時は14政党が議席をもっていた。これは

1917年に普通選挙権制と比例代表制が導入されたため

である。 1918年の普通選挙以降は,多くの政党が名乗

りを挙げ,政党乱立の様相を呈した。

政党の議席数の変化を追ってみると,幾つか特徴的

なことがみえてくる。

19世紀の終わりから20世紀の初めにかけて,下院に

おいて第一党の地位にあったのは自由連合である。自

由連合の支持母体は,新興工業者や大土地所有者で

あった。 19世紀後半にオランダで政権を握っていたの

は,こうした自由主義派であったが,20世紀に入った

1901年に,自由連合は議席数を大きく減らし,反革命

党のカイペルを中心とした宗教派連合に政権を取られ

た。宗教派連合の支持母体は労働者層であった。これ

以降,20世紀は,宗教派の連立政権が,オランダの国

政を握った。自由連合は,普通選挙が導入された1918

年を最後に姿を消した。

カトリック党は1913年まで安定して25議席を獲得し

(1897年を除0,議会の25%を占めていた。1918年以

降は,ほぼ30議席を獲得し,下院における第一党の地

位についた｡同じように宗教派政党である反革命党は,

プロテスタント系の政党であるが,こちらも下院では

長年に渡って主要政党の地位にあった。カトリック党

に比べると,議席数ではやや少なく, 1918年以降その

差が開いた。ただ反革命党は, 1890年代に反革命党と

キリスト教史党に分裂した経緯がある。このことから

すれば,二党を合わせたプロテスタント派は,カトリッ

ク派に近い勢力を保持していたことになる。

自由主義派,カトリック派,プロテスタント派に並

んで,縦割り社会を構成するもう一つの柱は,社会主

義派である。これを支持する政党が,社会民主労働者

党である。この政党は19世紀末から次第に勢力を伸ば

し, 1913年には議席数の上で第三勢力, 1918年には第

二勢力となった。その後も第二勢力の地位を維持して,

仝議席の20%以上を占めた。

1918年以降はこれらの主要政党に加えて,政治改革

党や共産党,急進党や自由身分党,農民同盟などが,

少数派ながら議席を獲得して,議会に影響を与えた。

表を見て分かるように,オランダでは普通選挙制と比

例代表制が導入されてから,多くの政党が下院に議席

を獲得した。

1937年には親ナチスの政党である国家社会主義運動

が4議席を獲得した。この政党は,議会政治に反対し,

政党の廃止と独裁制の樹立を掲げた。4議席を獲得し

たということは,有権者の4%が支持したのである。

ある意味で,大衆民主主義における比例代表制の危う

さを露呈したといえる。

柱を代表する政党が,議席のほとんどを占めていた

19世紀終わりに対し,20世紀に入ると,政党の分裂や
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新たな政党設立によって,徐々に議席の分散化が進ん

だ。そして1918年以後は,多数の政党が議席を獲得し,

思想信条や主義主張の異なる多くの政党によって,オ

ランダ議会が構成された。議会制民主主義は,数多く

の政党によって進められることになった。

ここで,縦割り社会を構成する4つの柱について,

国会下院における議席数の推移から,その政治勢力の

変化を把握したい。

これを示しているのが図2である。ここでは1848年

に憲法が改正されて近代的議会制民主主義が始まった

翌年から,一世紀の間で読みとれることを記す。

図を見ると,19世紀後半を通して下院に大きな勢力

をもっていたのは,自由主義派であったことが分かる。

議員数から見れば,全体の50%前後を半世紀に渡って

占めており,単独でも議決に持ち込める勢力をもって

いた。これに対してカトリックやプロテスタントの宗

教派は,半世紀を通して徐々に議員数を伸ばしたが,

自由主義派にはとても及ばなかった。

ところが1887年の憲法改正で有権者数が以前の二倍

になると,翌年の選挙では労働者層の支持を得た宗教

派が議席数を伸ばした。図にも現れているように,こ

の年,自由主義派勢力は議員数を減らし,仝議席の50%

を割った。そこでプロテスタントとカトリックは,宗

教派連合を結成して, 1888年に連立内閣を組織して政

権を取った｡宗教派が初めて政権を掌握したのである。

このころ自由主義派は,もはや宗教派の勢いを抑えら

れなくなっていた。自由主義派は,政党内でも分裂が

生じ,求心力を失っていた。政治の主導権は,ブルジョ

ワ階級から労働者階級へと移行したのである。その後

19世紀の終わりに,一時的に自由主義派がまき返しを

見せたが,時代の流れは変わらなかった。

20世紀に入ると,両宗教派は議席数を伸ばし,単独

でも自由主義派に迫る勢いとなった。そして普通選挙

制が導入された翌年の選挙では(1918年),ついにカト

リック派とプロテスタント派が,単独で自由主義派を

議席数で上回った。こうして宗教派の政治的主導権は

確かなものとなり,19世紀後半を通して政権を握った

自由主義派から,20世紀前半を通して政権を握った宗

教派という政治史上の線引きができた。

だが,20世紀に入ってからは新たな勢力が成長した。

社会主義派と共産主義派である。共産主義派勢力はさ

ほどでなかったが,社会主義派はもはや軽視できない

ほど大きな勢力に成長していた。社会主義派は,既に

19世紀の終わりに議席を獲得していたが,20世紀に入

ると社会民主労働者党を中心とする社会主義派勢力が

躍進し, 1918年以降はカトリック派とプロテスタント

派に並ぶ一大勢力となった。これは宗教派にとって,

自由主義派に代わる新たな脅威であった。しかし,1939

年8月に誕生したゲールを首相とする連立政権まで,

社会主義派が政府与党に参加することはなかっ

た(11)。

このように縦割り社会を構成する4つの柱につい

て,国会下院の議員数から政治勢力を見たところ,19

世紀後半に力をもっていた自由主義派,20世紀前半を

治めたカトリックとプロテスタントの宗教派,そして

20世紀に入ってから勢力を伸ばした社会主義派という

見方ができる。

おわりに

本稿では,オランダにおける民主主義の発展を,普

通選挙制,複数政党制,議会制民主主義から記した。

普通選挙制への道のりは,19世紀後半を通して活発

化した下層階級による選挙権獲得運動と,段階的な選

挙権の拡大,そして1917年に実現した普通選挙制とい

う流れで捉えることができる。

複数政党制は,基本的に,オランダ社会を構成する

縦割り社会をもとに存在した。オランダでは近代的政

党が誕生した19世紀の終わりから,一党だけによる政

権支配はない。また,単独政党が国会議席の過半数を

占めたことはないので,常に連立政権の体制が取られ

てきた。政治的には,多党分立の状態にあった。

議会制民主主義は,19世紀前半に発展した。そして,

1848年の憲法改正時に,議会制民主主義が確立した。

その後,国民から選出された代表者が,議会において,

民主的な合議制により様々な事柄を審議し,決定した。
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